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むつ市大畑町二枚橋

二枚橋側道橋橋梁一般図
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※縮尺はA1判の値で記載
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道路橋示方書　昭和46年 日本道路協会
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適用示方書

添　 架 　物

基 礎 工 形 式

下 部 工 形 式

直接基礎

重力式橋台

雪 　荷　 重

斜　　　　角

活 　荷　 重
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θ=90°00′00″

群衆荷重(主桁 3.5kN/m2、床組 5.0kN/m2)
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角形鋼管床版橋
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D

D

D

0 20 40 60 80 100
ＲＱＤ

0 10 20 30 40 50
Ｎ値

0

36

18

36

18

0

0

0

16

17

8

15

6

7

35

15

22

0.00

0.80

2.50

4.00

7.10

R7 
B-2

H=3
.98

4m

de
p=1

5.
41m

⑦再生細粒度As(13F)

標準断面図 S=1:20

網鉄筋　6φ-100ｘ100

均しコンクリート 50～80mm

防水層(塗膜系)

アスファルト舗装 30mm

CL

2.0%

G1

t=23mm

t=31mm

ゴム支承

沓座モルタル

※ 網鉄筋はスペーサー等によって均しコンクリート厚の中心付近に配置させること。
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※ 角形鋼管は普通鋼材Ｃ－５塗装仕様とする。

横 断 勾 配

縦 断 勾 配
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角形鋼管床版橋
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2 .0 %  直線片勾配（左上がり）～レベル

9.41 0 m

2 . 10 0  m

1 . 50 0 m

上部工構造一般図
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合成床版橋　設計・施工指針（案）H10. 8　合成床版橋研究会

道路橋支承便覧 H30 .1 2　日本道路協会
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S = 1 : 2 0断 面 図
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※ 網鉄筋はスペーサー等によって均しコンクリート厚の中心付近に配置させること。
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角形鋼管

※ ATは舗装厚+均しコンクリート厚又は地覆高さの値を示す。
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支承拘束構造

支承詳細図
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側 面 図 S = 1 : 1 0
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アンカーキャップ
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無収縮モルタル

アンカーキャップ

アンカーキャップ径:φ2
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変位制限

381

L 4

箱抜き深さ

381

3 81

L 4

箱抜き深さ

381

S T式防食アンカー装置

ST式防食アンカー装置

G4

G4

※上部工根入れ長：ゴム支承上面よりの長さ

※上部工根入れ長：ゴム支承上面よりの長さ

220

22 0

22 012 9 4 9

2 5

2 5

2 5

4 6 0

4 6 0

25 0

25 0

1 . 77

1 . 77

1 . 77

18 1

18 1

18 1

ゴム支承 S = 1 : 2 0

沓座詳細図 S = 1 : 1 0

2

1 37 -D 1 0x 3 20 (S D 34 5 )

※ 箱抜に干渉する箇所は手前で切断のこと

D101

D 1 0

1 D 10

2
D
1
0

2
9
-
D
1
0
x
1
8
0
0
 
(
S
D
3
4
5
)

沓座モルタル補強配筋図
(現地施工範囲)S= 1 : 5

アンカーキャップ

ゴム支承 S = 1 : 5

クロロプレンネオプラス

STパッド

　ゴム支承穴位置にセットのこと。

※ 無収縮モルタル打設後、速やかに

ＣＲスポンジ

ス
リ
ッ
ト
付

S = 1 : 5

１本当り質量

鉄筋表

本数

〃 1800

長さ径

D10 32 0

9 〃

単位質量

37 0. 56 0 SD 34 5

〃

材 質

Σ= Kg1 6

7

9

質量

1.00 8

0 . 17 9

形状符号

1

2

2Σ= 32 Kg

アンカーマーキング
S = 1 : 5

ビニールテープ

M12(吊り下げ用)

アイボルト付

※アンカーボルト全数について、上部根入長部分に

上図に従いビニールテープ(19m m幅以上)の下端を

合わせて巻き付け出荷するものとする。

A1 Fix M ov A2

支承拘束構造

支承拘束構造

支承拘束構造

支承拘束構造

配 置 図

アンカ－キャップ

保持パッキンアンカ－バ－

保持パッキン

アンカ－キャップ

アンカ－バ－

橋軸方向

F i x

M o v

アンカーバー

(ST- SG N 12 )

C Rスポンジ

無収縮モルタル

アンカーバー

(ST- SG N1 2 )

ゴ
ム

支
承

ゴ
ム

支
承

角
形

鋼
管

G 2

G 4

G 2

G 4

支 承 詳 細 図
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断 面 図 S = 1 : 2 0

CL

2.0%～レベル

G5G1

天端勾配2.0% 天端勾配2.0%

25

3 15 0 11 9

2
2
0

1
1
0

1
1
0

2
2
0

1
1
0

1
1
0

5 0 0

1 70 0

7 0 05 0 0

50 0

1 70 0

7 0 05 0 0

1 70 0  M 1

1 70 0  F 1

φ
15
0

φ
15
0

φ
10
0

φ
10
0

30 20 0 302 00

3
0

S Tパッド幅

382

32 0 3 1. 330 .7

STパッド幅

382

3 2030 . 7 3 1. 3

3
5
0

3
5
08
4

2
3

3
1

3
0

8
4

2
3

3
1

3
0

3
0

6
0
.
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.
3
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0
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0
0

L
2

L
3

φ2

C
φ4

D

φ3

t
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0
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パネル詳細図 (その１) S = 1 : 3 0

上面図

下面図

側面図

S=1 : 1 0″a″ 部詳細

1 - P L   1 2 0 x 6 x 3 7 0 ( S M 4 0 0 A )

※桁端部はコンクリートを打設する為、

蓋は必要無いので注意のこと。

主桁関連全体数量

主桁

横締ボルト

吊金具

桁端肌合わせボルト

仕切板(端)

仕切板押え(F i x側アンカー部)

仕切板押え(端)

ボルト締用孔蓋

  5 -□ 3 5 0 x 3 5 0 x 9 x 9 3 5 0  ( B C R 2 9 5 )

 3 2 - B N  M 2 2 x 6 5  ( S S 4 0 0 ) ( H L R - N u t , 2 - W a s h e r s ) - - H D Z T 4 9

  8 - B N  M 2 2 x 6 5  ( S S 4 0 0 ) ( H L R - N u t , 2 - W a s h e r s ) - - H D Z T 4 9

 1 0 - P L  1 2 0 x 1 2 x 1 5 0 ( S M 4 0 0 A )

 2 0 - P L  3 2 8  x  6  x  3 2 8 ( S M 4 0 0 A )

  4 - D B  D 1 3  x  6 8 4 ( S D 3 4 5 )

 1 6 - D B  D 1 3  x  5 0 0 ( S D 3 4 5 )

 1 0 - P L  1 2 0 x 6 x 3 7 0 ( S M 4 0 0 A )

（片面接着タイプ）

幅15 m m ,厚み10 m m ,長さ93 5 0 m m

※ G 1～G 4桁側面上部コーナーＲに合わせ全長片側のみ（右側）に貼り付ける。

※ Ｃ-５塗装後に接着のこと。

隙間テープ S = 1 : 1 0

注）

1.パネル詳細図（その2, 3）も参照のこと。

G1

G2

G 3

G 4

アンカ－孔

φ110

アンカ－孔

φ160

4

G1→G5

G 1～G 4桁

※ ハッチング部はコンクリート打設位置を示す。

※桁端部コンクリート
″a″

伸縮用アンカー伸縮用アンカー

G1

G2

G3

G4

G5

( F i x )

吊り金具 吊り金具

0 . 1 8 0 6 %

桁端肌合わせボルト孔

1-φ26

水平方向

横締めボルト孔 2 -φ26

水平方向

桁端肌合わせボルト孔

1-φ26

横締めボルト孔 2 -φ2 6

( M o v )

( W e b中心に直角配置) ( W e b中心に直角配置)

G 5

アンカ－孔

φ110

アンカ－孔

φ160

工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

むつ市大畑町二枚橋

図　示パネル詳細図 (その１)

C L

2 .スタッドジベル取付間隔は地覆詳細図参照のこと。

横繋ぎ用ボルト孔明け無し

横繋ぎ用ボルト孔明け無し

角形鋼管 3 5 0 x 3 5 0 x 9 ( B C R 2 9 5 )
スタッドジベル
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パネル詳細図 (その２)

S = 1 : 1 0端部仕切り板

M o v側(G 1～G5桁)

F i x側(G 1 , G 3 , G 5桁)

※ 現地でコンクリート打設前に水抜き孔をコーキング実施

※ 上面を除く３面中央付近に点溶接を行う

(支間中央側の仕切り板のみ)

上面シーム

A－A

上面シーム

B－B

※ 塗装前に仕切板全周を溶接する。（端部側の仕切り板のみ）

※ 現地でコンクリート打設前に水抜き孔をコーキング実施

その際水抜き孔を埋めないよう注意のこと。

S = 1 : 1 0端部仕切り板
F i x側(G 2 , G 4桁)

目地シ－ル S = 1 : 1 0

止水パテ

(シリコン系シール材)

【現地で桁上面目地にシール施工 】

※ 十分清掃の上施工の事。

コンクリート打設用長孔 S = 1 : 1 0

ボルト締め用長孔及び

2 - P L   3 2 8  x  6  x  3 2 8  ( S M 4 0 0 A )

2 - D B   D 1 3  x  5 0 0  ( S D 3 4 5 )

2 - P L   3 2 8  x  6  x  3 2 8  ( S M 4 0 0 A )

2 - D B   D 1 3  x  6 8 4  ( S D 3 4 5 )

S = 1 : 1 0連結鉄筋加工図

4

D 1 3 ( S D 3 4 5 )

4

4

G1 G5

□- 3 5 0 x 3 5 0 x 9

B N  M 2 2 x 6 5 ( H L R - N u t , 2 - W a s h e r s ) - - H D Z T 4 9

桁連結ボルトは全て現場締め

横つなぎ 詳細図 S = 1 : 1 0

孔径 φ2 6

※角形鋼管は1本づつ架設のこと。

※端部コンクリートは全て現場打ちとする。

G1 ( G 5 )

G 2～G 4

支承中心 支承中心横締めボルト中心

< A 1側端部>

Fi x側

<中間部> <A 2側端部>

Mo v側

4

4

4

注）

1 .パネル詳細図（その１,３）も参照のこと。

工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

むつ市大畑町二枚橋

図　示パネル詳細図 (その２)

【 架設後現場にて

切断撤去する 】

6

架設用吊り金具 S = 1 : 1 0

1 - P L   1 2 0 x 1 2 x  1 5 0  ( S M 4 0 0 A )

（違う物を使用する場合は再検討を行うこと）】

【 切断位置は下面より10 m m程度とする。】

【 J I S形シャックル(J I S  B 2 8 0 1 - 1 9 7 7 )呼び30を使用のこと。

現場シール

仕切板押さえ D 1 3

Ａ

Ａ

シーム部切欠

D1 3 ( S D 3 4 5 )

水抜孔
全周コーキング処理

(端部のみ外側から)
(内側から)

全周コーキング処理

仕切板押さえ D 1 3

B

B

(内側から)

全周コーキング処理

5 1

5 1

シーム部切欠

4

水抜孔

(
鉛

直
)

(
鉛

直
)

(
鉛

直
)

(
鉛

直
)

0 . 1 8 0 6 %

0 . 1 8 0 6 %

G 2～G 4桁

6

G5桁

6

G1桁

外側外側

3
5
0

5
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10 m m以上

R 1 3 . 5

32 8

5 0

3
2
8

3
0

5 0

3
0

4 0

5

R 1 3 . 5

3 28

5 0

3
2
8

3
0

5 0

3
0
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1
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1
0
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1
7
5

1
7
5

1
7
5
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1
2
0

1
0
0

1
0
0

85 35 0

1 15 2 3 5

3 5 0

1 75 1 75

8 53 5 0

11 523 5

15 5 0 0

18 5 31 5

1 550 0

1 8 53 1 5

2
0

1 69

35 0

1
2
06
0

6
0

φ
40

孔

75

R
6
0

15 0

75
121 69

5  @  3 5 0  =  1 7 5 0

1 5 (控え) 650 0

R7

1 5 (控え) 650 0

8
0

8
0
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R 26 R2
6

4 2 2

4 0

5

R 7
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1
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1
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35 0
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パネル詳細図 (その3)

塗装区分

端部仕切り板

1

2

3

外面側塗装- - -
全長

塗装範囲

桁端部

内
面

側塗
装

(F
i x

アン
カー部除

く)

1

2

防食下地

ミストコート

下塗　

無機ジンクリッチペイント

エポキシ樹脂塗料 下塗

3

Ｃ-５ 塗装仕様

中塗　

上塗　

エポキシ樹脂塗料 下塗

フッ素樹脂塗料用 中塗

フッ素樹脂塗料 上塗

 75μ

120μ

 30μ

 25μ

ブラスト処理面積 I S O  S a 2  1 / 2素地調整

G1 , G 5 G 2～G 4

(外桁) (内桁)

2 3 m m以上 50 m m以上

5
0
m
m
以

上

5 0 m m以上

5
0
m
m
以

上

5 0 m m以上

5
0
m
m
以

上

伸縮用異形ST D S = 1 : 1 0

全体本数 3 6 -異形ST D  D 1 6 x 6 5 ( S D 3 4 5相当)

スタッド溶接

【 伸縮装置の高さ調整後、所定高さに現地切断する。】

【 取付間隔は伸縮継手詳細図も参照のこと】

注）

1.パネル詳細図（その1, 2）も参照のこと。

工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

むつ市大畑町二枚橋

図　示パネル詳細図 (その３)

G 1

G 2

G 3

G 4

G 5

支
承

ア
ン

カ
ー

位
置

支
承

ア
ン

カ
ー

位
置

( F i x )

*  アンカー位置：G2 , G 4 *  アンカー位置：G2 , G 4

( M o v )

配 置 図

スタッド溶接

G1～G 4 G5

G 1～G 4

可動・固定共通

桁
端 G 5

桁
端

外面側

凡例

G1, G 5

C - 5塗装

1
32

水切りPL取付図 S = 1 : 5

桁上面

G 1 , G 5

3 5 0 m mの範囲
7

桁下面

7

G 1桁

G5桁

補強リブ取付間隔

4- P L  2 9 5 x 9 x 2 3 3 7 . 5 ( S M 4 0 0 A )

4 - P L  2 9 5 x 9 x 2 3 3 7 . 5 ( S M 4 0 0 A )

補強リブ取付間隔

C 1 5
埋
戻
し

R i b  P L  1 6 6 x 1 9 x 3 2 0 ( S M 4 0 0 A )

1 0 - R i b  P L  1 6 6 x 1 9 x 3 2 0 ( S M 4 0 0 A）

高欄支柱間隔

水切プレート接合部

シール処理

※非溶接部はシール処理のこと

10 - R i b  P L  1 6 6 x 1 9 x 3 2 0 ( S M 4 0 0 A）

水切りプレート S = 1 : 3 0

3 5 0

3 50

3 3

3 2 2 2

1 1

1 2 3
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シール材

バックアップ材

プライマー塗布

伸縮装置詳細図

工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

むつ市大畑町二枚橋

図　示

伸 縮 装 置 詳 細 図

工場取付

工場出荷

材料表

桁側用異形STD D1 6×65

地覆目地用シール材

バックアップ材

プライマー材

シリコンシール材

SD34 5

0. 54

36

1

1 .2 00

0 . 27

18 本

リッター0 . 27

0. 6 00

本18

リッター

ウレタンフォーム

プライマー

本 ※1 

※3

リッター

瓶

m

出荷マーク

伸縮本体に仮組込し出荷(通し筋　　D16)

名        称

ブロフジョイントNx型-20用

材  質

SD34 5
6 .0 00

Σ合計A1側 A2側 備  考

0.600

(歩道用)
kg/ m1 .5 00

F 2

F 10. 8 50

0. 6 50

m

m

m

m

m

mm

N x型用接着剤 1 組 20用　※2

STシールA +

伸縮本体に仮組込し出荷(通し筋　　D16)

S S 40 0 合成ゴム

SD34 5
M 2

M 1

S D3 4 5

4* 0. 8 50

ブロフジョイントNx型-20用

(歩道用)

1 組

伸縮装置タイプ

伸縮装置の現地設置基準

架設時温度t(℃) 伸縮パッキン設置幅 A(m m )

※架設時温度は現地での平均気温

t<15 2 5≧t≧15 25 < t

ブロフジョイントNx型-20用 64 62 6 0

伸縮装置断面図 S = 1 : 5

平 面 図 S = 1 : 2 0

配 置 図 S = 1 : 5 0

S S 40 0 合成ゴム

SD34 5

m 33m30. 0 87 m 0. 0 87 0 .1 74後打コンクリート

現地手配

SD34 5 本12 本24

型枠材 発砲スチロール材

橋台側アンカー筋 D16×60

σck=2 4N / mm 2 ※4

※1 伸縮装置の高さ調整後、所定高さに現地で切断する。

※3 地覆シール材施工に利用。

※2 現場接合部の伸縮継手ゴム断面への塗布に利用。

※4 橋台のコンクリート強度が24N/ m m2を超える場合には、後打コンクリート強度は橋台のコンクリート強度以上とする。

本12

30 . 0

CL

6 .0 00

k g/ m1 .5 00

m

m 30 . 0

地覆部充填図 S = 1 : 3異形STD S = 1 : 1 0アンカー筋 S = 1 : 1 0異形STD・アンカー筋 S = 1 : 3 0

D 1 6x 60 ( SD 3 45 )

橋台側 桁側

D16x1 9 0( S D3 4 5)

※
1

ブロフジョイントN x型

現場接合部詳細

4* 0. 6 50 m

0. 8 50

0. 6 50

m

m

m

4* 0. 8 50

4* 0. 6 50 m

出荷分割(出荷マーク)

シール材 シール材

CL

※異形STD高さ　工場打設65で一定

設計異形STD高さ

F1

F2

M1

M2

ブロフジョイントNx型-20用

歩道用

F

A1

M

A 2

G1 G 5

型

枠

材

ブロフジョイントN x型- 2 0用

歩道用

超速硬コンクリート

※現場接合部の連結板は、溶接のこと。

330

桁　側

異形STD D1 6

通し筋  D1 6

 スタッド溶接

300

橋台側

通し筋 D16

S D3 4 5

コンクリートアンカー D16

c .t . c. 25 0

アンカー筋配置

異形STD配置

08
17 ※縮尺はA1判の値で記載

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　9

国道279号 断 面 図 S = 1 : 2 0

CL

G1 G5

シール材シール材

天端勾配2.0% 天端勾配2.0%

1
5

3 0

桁　長　9350

橋　長　9410

3 0 3 0

2
1
0
0

1
5
0
0

4
0
0

80

30 0 33 0

30

1 20

6
0

1 0 0

6
5

1 15

8 0 13 5

6
0

6
5

85 0  F 1 (8 50  M1 ) 6 50  F 2 (6 5 0 M2 )

1 5 00

9 0°
0′

0″

6
5

10 0 5 @2 5 0= 12 5 0 1 5 0

87 .5 17 5 8 7 .5 8 7. 5

5@ 35 0 =1 7 50

2 6 2. 5

6
5

2
0
0

90°
0′

0″

30

7
5

2 5 0 7 6～96 2 5 0

3
7

D
1
6

12 5 2～72 12

8 0 1 3 5

9
3

8 012 0

9
0

8
0

1
3
5

8
0

1
2
0

2100

200 4001500

9
3

5@350=1750 175175

93
15
0

93

1
50



工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

むつ市大畑町二枚橋

図　示地覆・排水詳細図（その１）

09
19

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　10

国道279号

地覆・排水詳細図（その1）

断面図

(鉄筋・スタッド配置)

S= 1 : 1 0

3 8  -  D 1 3  x  6 0 02

4 53 5

長 さ

鉄筋表

記号

1

2

D1 3

〃

径

SD 3 4 5

材　質

Σ=

１本当り質量

0. 9 9 5

単位質量

10

本 数

4. 5 1 2

68 K g

摘　　要

45

質 量

〃600 3 8 0 . 5 9 7 2 3〃

1 0 - D 1 3 x 4 5 3 51

 (平均長)

※

※印は平均長を示す 

側 面 図 S = 1 : 3 0

Fi x M ov

C L

G 5桁 7 6 - S t u d  φ1 9 x 1 0 0  ( S S 4 0 0相当)

S
1

C
0

C
1 S
2

スタッド詳細 S = 1 : 5

スタッド溶接

CL

G5桁

S
1

C
0

C
1 S
2

平 面 図 S = 1 : 3 0

ひび割れ誘発目地

ひび割れ誘発目地

ひび割れ誘発目地位置

注）

1.地覆・排水詳細図（その2）も参照のこと。

面取り・水切り詳細 S = 1 : 5

Fi x M ov

桁勾配0. 1 8 0 6 %

桁勾配0. 1 8 0 6 %

G1

スタッド溶接

1 D13

L側 R側

G5

D131

2 D13

天端勾配2.0%

天端勾配2.0%

CL

地覆鉄筋長

G1桁 38-スタッド鉄筋 D13x165 (SD345相当)

S
1

C0 C1

S2

ひび割れ誘発目地

ひび割れ誘発目地位置

D131

Fix Mov

桁勾配0.1806%

D131D134

G1

1  D13 1  D13

地覆鉄筋長

ひび割れ誘発目地

ひび割れ誘発目地位置

4  D13

3 4-D13x1060

※　エポキシ樹脂塗装鉄筋

4 1-D13x1000

※　エポキシ樹脂塗装鉄筋

G5

スタッド鉄筋間隔

D132D131 D131

地覆鉄筋長

ひび割れ誘発目地位置

路面排水管

防水層水抜き管 ひび割れ誘発目地 スタッドジベル

3 D13

※縮尺はA1判の値で記載

246

6
3
～

7
6

1 0 5

1 05

1
9
3

1
9
2

1
8
4

1
8
0

1
8
4

1
9
2

1
9
3

桁 長 9 3 5 0

3 5  @  2 5 0  =  8 7 5 0

1
0

1
0
0

9
0

φ19

φ32

20 010 0 1 0 02 00

1
9
3

1
9
2

1
8
4

1
8
0

1
8
4

1
9
2

1
9
3

桁 長 9 3 5 0

3 6  @  2 5 0  =  8 7 5 020 010 0 1 0 02 00

4 67 5 4 67 5

2 0

2
0

28
2 0

2
0

2 8

20

2
0

2 8

20

2
0

2 8

4 5 35

D13

200

100 100

15
0

175 5@350=1750

3
0

6
3～

80

73
～
90

1
0

16
5

9

24
7～

26
4

30
50
～
63

10
0

18
8～

20
1

140 140

105

5
3

8
5

3
7～

5
0

4
0

6
3～

7
6

123110

105

120

167

77 77246

400

1755@350=1750

98

20

2
0

2
47 24
8

2
59 26
4

25
9

24
8

24
7

桁 長 9350

35 @ 250 = 8750

70 4535 70

2@150=300 2@150=300

4675 4675

1000

4535140

桁長9350

4675

20
0

35 @ 250 = 87502@150=300 2@150=300

1
00

10
0

70 4535 140 4535 70

4675

1000

410

410167

1
67

236

1000

4
00

桁長9350

70

100

11
0

14
0

1
23

16
7

1
20

1
40

200 35 @ 250 = 8750 100200

4535 140 4535 70

4675 4675

250

500



工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

むつ市大畑町二枚橋

図　示地覆・排水詳細図（その２）

10
17

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　11

国道279号

導水管（内径10 m m）

L  =  8 . 6 9 0  +  0 . 1 0 0  =  8 . 7 9 0  m

防水層面積(重ね代分は考慮しない）

A = 1 . 5 0 0  x  8 . 6 9 0  =  1 3 . 0 4  m 2

L  =  8 . 6 9 0  x  2  +  1 . 5 0 0  x  2  =  2 0 . 3 8  m

成型目地材

C
L

配置図 S = 1 : 3 0

0 . 1 8 0 6 %

2
.
0
～

レ
ベ

ル
 
%

導水管

(内径10 m m )

ひび割れ誘発目地

※ ハッチング部は伸縮装置後打ちコンクリート箇所を示す。

地覆-排水詳細図（その2）

注）

1.地覆-排水詳細図（その1）も参照のこと。

1箇所取り付け

路面排水管

防水層水抜き管
ひび割れ誘発目地

防水層水抜き S = 1 : 5

G5

手前で管に干渉しない位置に移動

※導水管は水抜き管へ100mm挿入のこと。

1-Pipe  25A x 450 (SGP)--亜鉛メッキ（HDZT63）

※長さは中心線長を示す、転びは製作時に考慮のこと。

(内径10mm)

導水管

天端勾配2.0%

G5

A

A

B B

路面排水管

1箇所取り付け

S=1:5

1-□  75x45x3.2x450 (STKR400)--亜鉛メッキ（HDZT63）

※長さは中心線長を示す、転びは製作時に考慮のこと。

1-□  75x45x3.2x1020 (STKR400)--亜鉛メッキ（HDZT63）

舗装10mm下げ(すり付け)

B-B

地 覆 部 断 面 伸 縮 部 断 面

防水層詳細図 S=1:5

（内径10mm ）

導水管

成型目地材

地覆

伸縮装置

防水層(塗膜系)

成型目地材 塗膜系防水立ち上げ

塗膜系防水立ち上げ

後打ちコンクリート

防水層(塗膜系)

※舗装の痛みが早まるため、

    橋軸直角方向には導水管を設置しないこと。

RB-φ9x39(SR235)

S=1:5A-A

亜鉛メッキ(HDZT63)

手前で管に干渉しない位置に移動

3

天端勾配2.0%※縮尺はA1判の値で記載

L = 0 . 2 6 4  x  2  +  0 . 2 0 0  +  0 . 1 8 0  x  2  +  0 . 4 0 0  =  1 . 4 8 8  m

誘発目地(面木)　※参考

桁 長　93 5 0

2
0
0

4
0
0

1
5
0
0

8 6 9 0（防水層設置区間）330 3 3 0

25 0

5 0 0

450

50400

20

1755@350=1750

100

65

450

50400

2
0

1
02
01755@350=1750

5050

17
5

450

7
5

40

40

45

75

37.5 37.5

71

84

60
6

45
°



防護柵図（その１）

姿　図

1
0
0

1
0
0
0

1
1
0
0

A-1

130

3@130

 =390155

A-0A-2

125125 5@150=750 17511@150=1650175

67510003@2000=60001000675

高欄兼用車両防護柵長　９３５０ 約３０

10001000

約３０

内　側

外　側

ａ ａ

下狄川

平面割付図

注記 １）
　
　　　印は支柱【通し部】を示す。

２）
　
　　　印は支柱【継手部】を示す。

　　製作勾配はレベルとする。３）

　高欄兼用車両防護柵全長　　９Ｍ３５０

　　寸法は割付基準線上の実長を示す。４）

A-2A-0

10003@2000=60001000675

A-1

675

高欄兼用車両防護柵長　９３５０約３０ 約３０

1
5
0
0

1
9
5

2
0
5

4
0
0

2
0
0 Ａ１ Ａ２

2
1
0
0

桁長　９３５０ 3030

橋長　９４１０

4675 4675

1000 1000

11

工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

17

むつ市大畑町二枚橋

図　示

※縮尺はA1判の値で記載

注）

1.防護柵図（その２）も参照のこと。

防護柵図(その1)

S=1:30

S=1:20a－a矢視

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　12

国道279号



防護柵図（その2）

ＨＤＺＴ４９

アクリル樹脂焼付塗装（３０μｍ以上）

未　定

部　　材

未　定

表面仕上 備　考仕
　
上

　
色 ２６ＡＲ０２０

陽極酸化塗装複合皮膜（Ａ２）

防護柵

アンカーボルト類

アルミニウム合金鋳物

アルミニウム押出形材

橋梁用ビーム型防護柵は、（一社）全国高欄協会にて認定された静荷重試験機により性能確認された製品とする。

アンカープレート含む

ＳＵＳボルト類 ジオメット処理

割付基準位置

外　側 内　側

ベース部詳細

内　側

端　部

KSL－C－LBR2－85000W2

Ｃ

Ｃ

Ａ

高欄兼用車両防護柵取付詳細図　　S=1/6

Ｂ

Ｂ

B-B矢視

C-C断面

Ａ

外　側

A-A断面

外　側 内　側

コンクリート設計基準強度　σｃｋ＝２４Ｎ／ｍｍ
２

　以上

勝手反対有り

E-E断面

D-D断面

内　側 外　側

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

４－２８×７０長穴

1
2
0

50

5
5

145

2
3
0

6 5

260

5
5

3
59
0

1
3
02
2
0

アンカーボルト

Ｍ２０×２６０

ＳＣＭ４３５Ｈ

絶縁ブッシュ付

アンカーボルト

Ｍ２０×２２０

４．８

絶縁ブッシュ付

260

65

35

145

90

六角ボルト

Ｍ８×４０

ＳＵＳ（Ａ２－５０）

皿タッピンねじ

?４×２０

ＳＵＳ

１７

皿タッピンねじ

?４×２０

ＳＵＳ

１９

ブラインドリベット

?３．２

ＡＬ

25

ブラインドリベット

?4.8

ＡＬ

１７

110

ブラインドリベット

?４．８

ＡＬ

１
９

皿タッピンねじ

?４×２０

ＳＵＳ

バラスター

Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

８

９

支柱

アルミ鋳物
１０

エンドキャップ

ＡＣ３Ａ－Ｆ

２３

ボトムレール底板

Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

タッピンねじ

?４×２０

ＳＵＳ
１６

60

105

1
0
0

66.5

7
5

６

3
5

1
4
0

3
9
0

1 19

5
2
.
5

４

ブラケット

Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

１４

アンカープレート

ｔ１２×２００×９０

ＳＳ４００

8
5
0

1
0
0
0

7 5

１１

95

15

95

２０

5

エンドキャップ

ＡＣ３Ａ－Ｆ

ブラインドリベット

?４．８

ＡＬ
２０

15 5

１７

２０

675

２２

50

皿タッピンねじ

?４×２０

ＳＵＳ

１７

１７

１７

皿タッピンねじ

?４×２０

ＳＵＳ

皿タッピンねじ

?４×２０

ＳＵＳ

45

5
5

1
5
0

4 5

6
9
.
5

9
0

1 50

4
1
0

3
5

1
4
0

２５

２７

２６

丸小ねじ

Ｍ６×１６

ＳＵＳ

9
5

1
1
0
0

エンドキャップ

ＡＣ３Ａ－Ｆ

１５

ボトムレール

Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５
７

主要横梁

Ａ６０６１Ｓ－Ｔ６
３

主要横梁スリーブ

Ａ６０６１Ｓ－Ｔ６

５
下段横梁

Ａ６０６１Ｓ－Ｔ６

下段横梁スリーブ

Ａ６０６１Ｓ－Ｔ６

笠木

Ａ６０６１Ｓ－Ｔ６

六角ボルト

Ｍ１２×４０

ＳＵＳ（Ａ２－５０）

笠木スリーブ

Ａ６０６１Ｓ－Ｔ６

１

２

１３

六角ボルト

Ｍ１６×５５

ＳＵＳ（Ａ２－７０）

六角ボルト

Ｍ１６×５５

ＳＵＳ（Ａ２－７０）
１２

6020

100

約５

20

１２

180

72

60 6060

300

60 60

300

60 120120

200

55

230

55

100

100

100

２１

100

150

２８

２８

9
0

1
4
0

１
２

2
6
0

1 05

400

195

225 500

50 175 515

15

5

225

50 175 ３１

３０
皿タッピンねじ

?４×２０

ＳＵＳ

皿タッピンねじ

?４×２０

ＳＵＳ

六角ボルト

Ｍ１２×４０

ＳＵＳ（Ａ２－５０）

袖板用ブラケット

Ａ６０６１Ｓ－Ｔ６

丸小ねじ

Ｍ６×２５

ＳＵＳ

袖板

Ａ５０５２Ｐ－Ｈ３４

20

30

1
0
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5 0

75

2
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１８

6
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2
0
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3
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1
2
.
5

２４

１７

２９

4
8
0

1
2
.
5

6 0

120

500

注）

1.防護柵図（その1）も参照のこと。

通し部

防護柵図(その2)
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工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

17

むつ市大畑町二枚橋

図　示

※縮尺はA1判の値で記載

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　13

国道279号



平 面 図 S = 1 : 1 0 0

架 設 要 領 図

架設要領図
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工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所
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むつ市大畑町二枚橋

図　示

※縮尺はA1判の値で記載

T . 2

仕
下

N T T

住居

空家

空家

E

仕

小屋

屋

小屋

(G)

車庫

仕

ゴミ

(Co)

二枚橋

可変勾配 B520

可変勾配

可変勾配

可
変
勾
配

可変勾配

現場打側溝

（Co）

（Co）

U 300A

漁港52

　二枚橋線53西2

K NO . 1+ 35 . 37

K N O. 1 +4 0

K NO . 2

M

下狄川

10t積トラック16t吊ラフテレーンクレーン

ラフテレーンクレーン機種の決定

桁の重量　　1.4t ( 1本架設)/最大重量(吊具重量240k g含む)

作業半径　　R = 1 3. 0 m

架設位置　　A1側 橋台背面より架設

R=13. 0  m　ブーム長　27.5  m (アウトリガ中間張出4.4 m )  

W= 1 .4 t /組 ＜ Ra=1 .8 t (吊能力)  7 8％

16tラフテレーンクレーン

吊能力表

アウトリガ中間張出(4.4  m)   側方

ブーム長

作業半径

14.0 m

単位(t)

1 9. 1  m 23 . 3 m 2 7. 5 m14 . 9 m

1 .5 51. 41. 15

13 . 0 m 1 .81. 6 51. 45

6.89

1 . 15

12 . 0 m 2 .12. 01. 751 . 45

地覆コンクリート工

片　　　付

主　桁　架　設　工

輸送工

帯状ゴム支承据付工

橋面防水工

伸縮装置設置工

架設作業フローチャート

準　備　工

1本架設、ボルト締め

シール、吊金具撤去

コンクリート充填

排水管設置工

均しコンクリート工

舗　装　工

高欄設置工

アンカーボルト設置、無収縮モルタル充填

沓座モルタル工

(参　考　図)

架設順序図

※架設要領図も参照のこと。

 6. アンカ－バ－を所定位置に仮固定し、アンカー孔に無収縮モルタルを充填する。

    この時ゴム支承内に無収縮モルタルが入らないよう注意のこと。

 7. モルタル充填後、速やかにＣＲスポンジを設置する。

 9. コンクリート硬化後、角形鋼管上部ボルト締め用孔を蓋で塞ぎ現場溶接を行う。

 5. 最終桁架設後、全体位置確認、橋台との遊間確認を行う。

 8. モルタル硬化後、アンカーキャップを設置し、アンカー部及び桁端部にコンクリ－トを充填する。

 4. 架設手順通り架設する。

    アンカ－バ－箱抜き穴とゴム支承穴の合致を確認する。

 2. ゴム支承を敷き並べる。

 1. 準備工

架設手順

10. 橋面工の作業を行う。

    隣の桁を架設した後、桁と桁をボルトで締め付け桁同士の密着性を確保する。

    トラックにて部材を搬入し、架設する。

 3. クレーンを所定の位置に据えつける。　

注) 横締めボルトM22には、ハードロックナット(緩み止ナット)を使用。(HDZT 49 )

G 1 G 2 G 3 G 4

1

架設手順

2

4

3

3 5 0 x 3 5 0 x 9 ( B C R 2 9 5 )

G 5

5

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　14

国道279号

S = 1 : 2 0断 面 図

中間部端部

網鉄筋　6φ-100ｘ100

均しコンクリート 50～80mm

防水層(塗膜系)

アスファルト舗装 30mm

CL

2.0%

G1

t=23mm

t=31mm

ゴム支承

沓座モルタル

G5

レベル

天端勾配2.0%
天端勾配2.0%

4
4
0
0

R11 000

1 7 5 0

5 2 5 7 0 0 5 2 5

2100

200 4001500

35
0

30
6
3
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15
0

63
～
80

5@350=1750 175175

35
0

30
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～
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1
00
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2
64
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8～
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1



橋座改修詳細図(1)
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工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

17

むつ市大畑町二枚橋

橋座改修詳細図(1)

図　示

※縮尺はA1判の値で記載

側　面　図

S=1:25

正　面　図

A1橋台構造図

A-A断面図

S=1:20

平　面　図

A1橋台配筋図

正　面　図

B-B断面図

注記)
1.施工にあたっては現地計測を行い、寸法の確認を行うこと。
2.既設コンクリート面は、適切な下地処理を行うこと。
3.アンカー筋削孔時には、既設鉄筋を避けること。

D-D断面図

C-C断面図

▽ 3.925

▽3.160

▽3.428

24-12-25

▽3.160

▽3.428

沓座箱抜き

削孔：φ16x195

削孔：φ16x195

=200
=250

=200
=250

削孔：φ20x240

=200
=250

=200
=250

A

A

B

B

C C

D

D

削孔：φ16x195

A1　17-D13x1240 A2　14-D16x690

A3　5-D13x2640

A4　17-D13x1710

A5　14-D13x2240

(mm)
長　さ

合計

D16A2

A1 D13

記　号 径

kg109

摘　　要

151.0761.5614690

(SD345)

1本当り重量

1240 17 0.995

本数
(kg/m)
単位重量

1.234 21

重　　量
(kg) (kg)

鉄 筋 表

チッピング　A=(0.268+0.620+0.532)x2.100=2.982m2

現場穿孔工(φ16×195)　　N＝ 27箇所 ＝ 5.3m

D13A3 132.6270.99552640

D13A4 291.7010.995171710

D13A5 312.2290.995142240

現場穿孔工(φ20×240)　　N＝ 14箇所 ＝ 3.4m

エポキシ樹脂系接着剤(D13)  13cm3/箇所 × 27箇所 ＝ 351cm3

エポキシ樹脂系接着剤(D16)  27cm3/箇所 × 14箇所 ＝ 378cm3

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　15

国道279号

5
3
2

2
6
8

8
0
0

2
6
8

橋座拡幅コンクリート620 300

920

5
3
2

2
6
8

8
0
0

2100

3
0

39 382 499

沓座箱抜き

119 1862 119

3
0

チッピング

1
0
7

8
0
0

2
6
8

620 300

920

1
2
0

45 5@125=625 97

接着系Coアンカー

75

153

1
4
8

920

8
0
7
2
3
@
1
2
5
=
3
7
5
1
1
4 5
2

195

240

9
4

8
0
0

2
6
8

620 300

920

1
2
0

45 5@125=625 97

接着系Coアンカー

78

153

1
4
8

920

8
0
7
2
3
@
1
2
5
=
3
7
5
1
1
4 6

5

195

100
2@100

2@125 90 160 4@125=500 160 90 100

2100

2@100
2@125

9
7
1
5
3

5
@
1
2
5
=
6
2
5

4
5

9
2
0接着系Coアンカー

1
9
5

100
2@100

2@125 90 160 4@125=500 160 90 100

2100

2@100
2@125

8
0
7
2
3
@
1
2
5
=
3
7
5
1
1
4 5
21
0
7

8
0
0

A1　D13

A2　D16
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▽ 3.942

橋座改修詳細図(2)
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工事番号

路 線

河 川
名

施　行
箇　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

17

むつ市大畑町二枚橋

橋座改修詳細図(2)

図　示

※縮尺はA1判の値で記載

側　面　図

S=1:25

正　面　図

A2橋台構造図

A-A断面図

S=1:20

平　面　図

A2橋台配筋図

正　面　図
B-B断面図

注記)
1.施工にあたっては現地計測を行い、寸法の確認を行うこと。
2.既設コンクリート面は、適切な下地処理を行うこと。
3.アンカー筋削孔時には、既設鉄筋を避けること。

▽3.160

▽3.445

24-12-25

▽3.160

▽3.445

沓座箱抜き

削孔：φ16x195

削孔：φ16x195

削孔：φ20x240

A

A

B

B

CC

D

D

削孔：φ16x195

A1　17-D13x1240 A2　14-D16x690

A3　5-D13x2680

A4　17-D13x1710

A5　14-D13x2240

(mm)
長　さ

合計

D16A2

A1 D13

記　号 径

kg109

摘　　要

151.0761.5614690

(SD345)

1本当り重量

1240 17 0.995

本数
(kg/m)
単位重量

1.234 21

重　　量
(kg) (kg)

鉄 筋 表

チッピング　A=(0.268+0.620+0.532)x2.100=2.982m2

現場穿孔工(φ16×195)　　N＝ 27箇所 ＝ 5.3m

D13A3 132.6670.99552680

D13A4 291.7010.995171710

D13A5 312.2290.995142240

現場穿孔工(φ20×240)　　N＝ 14箇所 ＝ 3.4m

エポキシ樹脂系接着剤(D13)  13cm3/箇所 × 27箇所 ＝ 351cm3

エポキシ樹脂系接着剤(D16)  27cm3/箇所 × 14箇所 ＝ 378cm3

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　16

国道279号
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施工計画図(1)
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工事番号

路 線

河 川
名

施　　行
箇　　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

19

むつ市大畑町二枚橋

施 工 計 画 図 (参考図)

図　示

標準断面図側　面　図 S=1：100

※縮尺はA1判の値で記載

平　面　図 S=1：100

S=1：20

(上部工撤去)

A=0.132m2

A=0.168m2 A=0.169m2 A=0.166m2

A=0.036m2

足場標準断面図 S=1：20

G1 G2

H.W.L(推定)

足場平面図 S=1：50

W=0.075kg/mW=0.035kg/m

(3.24)

T.2

仕
下

NTT

住居

仕

(G)

車庫

仕

(Co)

可変勾配

可
変
勾
配

可変勾配

現場打側溝

1.81

3.81

0.57

4.013.983.88

(3.24)

(3.33)

(3.34)

(3.37)

(3.18)

（Co）

二枚橋

3.92

下狄川

KNO.1+35.37

KNO.1+40

0.000

A1 A2

H.W.L(推定)

G1 G2

35t

W=4.6tf

中
間

張
出

作業半径 R=11.0m

高床式セミトレーラー

5
3
0
0

吊上荷重

W=0.168×9.360×2.50＋0.075×9.360=

ブロック

G1桁

中間床版

G2桁 W=0.166×9.360×2.50＋0.075×9.360=

W=0.169×9.360×2.50= 4.0

4.6

4.6

算　式 吊重量

吊上最大重量　　4.6＋0.22=4.82

(単位：tf)

4.8

ラフテレーンクレーン(35t)定格総荷重表

作業半径
(m)

8.0

(単位：t)

アウトリガ中間(5.3m)張出　(側方)

16.25m
ブーム

22.9m
ブーム

29.55m
ブーム

36.2m
ブーム

9.25

フック重量 220kg

9.0

10.0

11.0

12.0

10.00 9.00 7.00

7.25

5.85

4.75

3.90

8.10 8.05 6.40

6.65

5.50

4.65

6.95

6.00

5.10

5.80

5.30

4.90

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　17

国道279号
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施工計画図(2)
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工事番号

路 線

河 川
名

施　　行
箇　　所

縮尺

図面番号

青　　森　  県

地内

下北県土整備事務所

17

むつ市大畑町二枚橋

施 工 計 画 図 (2)

図　示

側　面　図 S=1：50

※縮尺はA1判の値で記載

0.000

A1 A2

施工時水位 ▽1.437

(下部工施工時)

側　面　図 S=1：50

0.000

A1 A2

施工時水位 ▽1.469

小型土のう 1段

左岸側施工時 右岸側施工時

W=900
W=900

平　面　図 S=1：75
N
=
7
袋

W=900

平　面　図 S=1：75

N
=
7
袋

W=900

(3.24)

T.2

空家

仕

(G)

(Co)

二枚橋

可変勾配

現場打側溝

1.73

1.81

3.81

3.65

0.57

4.013.98.88

(3.24)

(3.37)

(3.18)

3.92

（Co）

(3.24)

T.2

空家

仕

(G)

(Co)

二枚橋

可変勾配

現場打側溝

1.73

1.81

3.81

3.65

0.57

4.013.98.88

(3.24)

(3.37)

(3.18)

3.92

（Co）
下狄川

KNO.1+35.37

KNO.1+40

KNO.2

下狄川

KNO.1+35.37

KNO.1+40

KNO.2

令和 8 年度　　　橋梁補修　　工事

ﾒﾝﾃ 第　769-1　号

18　葉中　18

国道279号

橋　長　9410

橋座コンクリート
橋座コンクリート

橋　長　9410

大型土のう 1段

3
0
0
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900 900
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枠組足場
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大
型

土
の

う
締

切
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大
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切
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